
医学書院 ： 看護教育  災 害 時 に お ける 在 宅 看 護  

                     東日本大震災の現場から  

 

はじめに 

 気仙沼市は ， 宮城県の北東端に位置し ， 東は太平洋に面し ， 南は宮城県本吉郡南三陸町 ，

西は岩手県一関市及び宮城県登米市 ， 北は岩手県陸前高田市に接してい る 。  

 2011 （ 平成23 ） 年 3 月11日14時46分 ， マグニチュー ド 9.0 の巨大地震があ り ， いつも よ

り 揺れが大き く ， 時間は長 く 天井が落ちて こ ないか不安な状況であった 。 地震が治ま り ，  

ほっ と し たの も束の間 ， 「 10ｍの津波が来る 」 と い う 避難警告アナウ ン スがあって ， 市役

所裏の高台に避難し た 。 市役所前の幹線道路伝いに黒い海水の津波と と もに車や瓦礫が押

し寄せ ，筆者の職場であった地域包括支援セン ターは水没し ， 庁用車も流出し た 。  

 その よ う な状況のなかから ， どのよ う に在宅ケアや看護が必要な方々への対応を行って

いったか と い う 気仙沼市の取 り 組みについて報告する 。  

 

気仙沼市の被災状況 と当時の在宅ケア ・ 介護の課題 

震災直前であ る 2011年 2 月末には ，人口 7 万4247人 ， 世帯数 2 万6601世帯であったが ，

1 年後の2012 （ 平成24 ） 年 2 月には 6 万9089人 （ △4291人 ） ・ 世帯数 2 万5555世帯 （ △

1046世帯 ） と急減し ている 。 住所は気仙沼市に置きなが ら生活の場は全国各地 と い う 場合

も あ り ， 実際の気仙沼市の人口はさ らに減っている可能性があ る 。  

震災によ る ， 住宅被災棟数は 1 万5797棟 ， 被災世帯数はおよそ 9500世帯 （ 28.1 ％ ）， ま

た ， 震災によ る死者数は ， 2014 （ 平成26 ） 年 1 月14日現在の気仙沼警察署発表で死者数

1041人 ， 行方不明者数 236 人であ る 。  

発災直後には ， 電気や水道 ・ 下水道 ， ガス ， 道路 ， 通信網など ラ イ フ ラ イ ンは寸断され ，

不自由な生活余儀な く された 。 在宅での要介護者や障害者の方の電動ベッ ト やエアマ ッ ト

が ， ラ イ フ ラ イ ンの寸断によ り 動かな く なった こ と も影響し て褥瘡の発症を認めるなど ，

在宅医療の必要性が課題 と なった 

 

医療機関 ・ 介護サービ ス施設などの被災状況と その後の経過 

●病院・診療所など 

  震災前に34か所あった医療機関のうち、23か所（ 67.6％）が被災した。幸い，総合病院

である気仙沼市立病院が被災しなかったため，緊急対応が可能だった（表 1 ）。  

 

 

 

  表 1  病院・診療所などの稼働状況 

                           （ 2014 年 3 月末現在） 

 

 
震災前 

   被災状況 
現在数   備考 

被災数 再開数 

病院   ６   ３   ３   ６  

診療所  ２８  ２０  １５  ２３  

 計  ３４  ２３  １５  ２９  



●介護サービス事業所など 

介護施設 と し ては ， 特別養護老人ホーム １ か所 ，老人保健施設 １ か所，軽費老人ホーム

１ か所が被災し ，避難所への避難が行われた 。  

損壊のなかった施設 （ 特養 ・ デイサービスなど ） は避難所と化し ，要援護者や一般市民

で廊下まで人で溢れる状況と なった 。 特に ， デイサービ スでは ， 震災当日にサービ ス利用

し ていた人が身動きが取れな く な り ， そのま ま ４ 月半ばまで滞在せざ る を得ない状況 と な

った と こ ろ も あった 。  

居宅介護支援事業所 ，訪問介護 ・ 訪問看護ステーシ ョ ンなどでは ，被災によ るデータ喪

失によ って 、 在宅高齢者などの訪問調査が急務 と な り ， ケアマネジ ャーは避難所や在宅の

方を巡回し ， 安否確認に奔放し た 。  

 それで も ， 訪問介護事業は2011年 ４ 月 １ 日から再開する事業所が大半であった 。 その後 ，

同系列の介護サービ ス事業所によ る受け入れや仮設施設などでの対応が行われ ，現在では

新設の施設での再開が進められている （ 表 2 ）。  

 

表 2  介護サービス事業所などの稼働状況 

（ 2014年 3 月末現在 ）  

 

 

 

●避難所 

 避難所は ，総合体育館をはじめ ，学校の体育館や公民館 ， 集会所 ， お寺 ， なかには個人

宅など市内 105 か所 ， 最大時で 2 万86人の避難者が存在した 。  

避難者の多 く は ， 重度の外傷などは認めなかった ものの ， 釘を踏んだ こ と によ る刺創を

負った方 ， 擦過傷や切創などを負った方 ， 津波によ って全身が濡れた状態の方などの他に ，

津波に流され汚泥を飲み込みながら助かった方もいた 。 天井が高い体育館では ， ス ト ーブ

が ３ 個 く らいあったが ， それで50センチ四方 く らいの範囲でしか暖を と る こ と ができず ，

毛布などの寝具や防寒着も十分ではない状況の中で寒さ と の戦いが続いた 。  

何も持たず ， 着の身着のま まで急いで避難したため ，高血圧症や糖尿病 ， がん疾患など

 
震災前 

  被災状況 
現在数   備考 

被災数 再開数 

特別養護老人ホーム   ６   １   ０   ５ 新設再開準備中 

老人保健施設   ４   １   １   ５ 仮設→新設再開 

軽費老人ホーム   ２   １   １   ２ 仮設→新設再開 

認知症高齢者グループホーム  １２   ７   ７  １２  

通所介護，通所リハ， 

認知症デイケア 
 ２０   ６   ４  １８  

訪問介護  １３   ６   ６  １３  

訪問看護   ３   ２   ２   ５ 新規２ 

居宅支援事業所  ２１   ８   ７  ２３ 新規３ 



を抱えた方は ， かか り つけ医からの薬がない と い う 状況が続き ， 不安に襲われた 。 病院な

どが被災している こ とや道路も寸断され ， ガ ソ リ ン不足 と いった状況 ， さ らに大勢の避難

者の受診状況を確認し よ う と 試みて も ， 自分自身の病気がはっ き り わから ない方も多 く ，

受診につなげるすべが見つから ない状況も あった 。 また ， 在宅の寝た き り 者や施設からの

避難者も存在し たが ，介護用ベッ ド などはな く 床にわずかの毛布や体操用マ ッ ト など を代

用した寝具で対応せざ る を得なかった 。  

 被災した地元の医師が避難所で寝泊ま り し なが ら診察を行っていたケース も あった 。 市

民に と って ， 顔見知 り の医師が避難所を巡回しなが ら患者さんの相談を受けた こ と は大き

な安心につながった と思われた 。 また ， 震災 3 日目こ ろに DMAT の巡回があ り ， 受診の必

要な方は病院へ搬送され ，避難所での薬の処方も な される よ う になった 。  

 3 月21日に医療救護所の設置によ って ， 診療体制がよ う や く 整え られる こ と と なった 。

しか し ， 高齢者や寝たき り 者に と って ， 津波によ って押し上げられた汚泥や海上で発生し

た重油タ ン ク火災によ るガスや煙などの影響と思われる肺炎 ， 寒さによ る低体温症 ，不十

分な食事によ る低栄養などの健康問題など厳しい状況が続いた 。  

医療救護所で対応できない人工透析患者の問題も あったが ， 市立病院の調整によ って北

海道などの受け入れ先への移送 、 入院 と い う 対処がな された 。  

 

●在宅の状況 

 在宅の方も避難所避難者と同様の状況で ，病院に行きた く て も病院が被災し ， 道路の寸

断やガ ソ リ ン不足の問題があって通院できない状況であった 。  

 在宅の方の医療確保のため ， DMAT が避難所に来る日を連絡したい と考えたが 、 避難所

への巡回診療が不定期であった こ とや通信網が寸断されていた こ と か ら周知させる こ と が

でき なかった 。 その う ち ，避難所の医療救護所に ，在宅での避難生活を送っていた地域の

方々も徐々に受診に来られる よ う になったが ，要介護者や身障者の方は道路状況が悪 く ア

ク セスが困難であったため ， 受診できないま ま と い う 方も多 く 存在し た 。  

 介護サービ ス を利用し ていた方に と っては ， 震災によ ってサービ ス利用ができな く なっ

た こ と で家族介護だけに頼ら なければな ら な く な り ， 十分な介護が受け られない状況と な

っていった 。  

在宅の方は ， 家があって も ， 買い物ができ る店も な く ， 道路事情やガ ソ リ ン不足のため

食料を入手する こ と が非常に困難な状況に陥った 。 震災直後は ， 近所の方々がお互いに持

ち寄った もので食事を し ていたが ， ついに食材が底をつき避難所での食料提供に頼ら なけ

ればな ら ない状況と なった 。 避難所が地域の中核と な り ， 避難所避難者と在宅者分を含め

た食数を市に依頼した 。 ガ ソ リ ン不足のため毎食の食料運搬はできず ， 1 日 1 回 2 食分を

リ ヤカーなどで取 り に来る と い う 状況が続いた 。筆者が担当していた避難所で調達できた

食料は ，おにぎ り や菓子パン ，缶詰 ， 水で ， と き ど き果物はあったが野菜はま った く なか

った 。 また ， どれも冷たい食料ばか り であった 。  

3 月20日に自衛隊が調理した温かい汁物が 1 日 2 食配られる よ う にな り ， 体が温められ ，

心が和むよ う になった 。  

 

 

 

高齢介護課 ・ 地域包括支援セン ターの活動 

●高齢介護課 ・ 地域包括支援セン ターへの相談内容 

 前記のよ う な状況のなか 、 発災から 2 週間後 く らいに筆者は避難所担当から本来の職務



であ る高齢介護課 ・ 地域包括支援セン ターに戻った 。 市役所のラ イ フ ラ イ ンはほぼ復旧

（ 下水道以外 ） し ， 電話も復旧し ていた 。 住民からは電話または来所によ る相談が続き 1

日中その対応に追われた 。  

高齢介護課 ・ 地域包括支援セン ターへの相談内容は以下の通 り であ る 。  

1. 市民からの相談 

・遠方の家族などから一人暮らし高齢者などへの食糧調達法・安否確認 

  ・食料がもらえない（在宅者） 

・介護者が亡くなった、家が流出したという理由による要介護者の施設入所希望 

・住居環境の変化（みなし仮設や親族宅同居など）に伴う介護保険等のサービス利用

や区分変更申請 

  ・介護保険被保険者証の再発行 

  ・おむつやの薬の入手困難 

  ・住居環境の変化による症状悪化などを認める認知症高齢者の対応 

2. ケアマネジャー・介護保険事業所などからの相談 

  ・市外の事業所から、避難した方の介護度などの問い合わせ 

  ・市外に避難した方の居宅支援事業所の変更による契約依頼（要支援） 

  ・介護保険事業所の避難者の経費相談 

  ・介護保険サービスなどの開始状況の問い合わせ 

 

 病院や施設が近隣市町村を含めて多 く 被災し たため ， 震災直後に保健所で避難所を回 り ，

避難所に配属されている保健師等や医療相談室 と連携し て施設入所の希望を取 り ， 地元以

外の施設入所を呼びかけ入所手続き を進めた 。 しか し ， 遠方の施設を断る家族もいて ， 多

く の要介護者が避難所に と ど ま る と い う 事態が起きていた 。 近隣の施設入所を希望する相

談者は多かったが ， 近隣施設は被災してお り 入院も入所もでき ない ， 紹介する先も ない と

い う よ う に八方ふさが り 状況が続いた 。  

  

 

●巡回療養支援隊ス ター ト  

気仙沼市立病院の医師は ， 被災地内の孤立した地域を歩いて廻 り ， 地域に介護が十分に

受け られずにいる方が多 く いる こ と に気がついた 。 在宅の要援護者の支援ができ る よ う に

市や医師会に働きかけ ， 気仙沼市医師会の医師や ， 支援に来ていたNPO法人 ・ 県 ・ 市町

村 ・ 大学などの医師や保健師 ，看護師などの支援者 と と もに 3 月25日 「 気仙沼巡回療養支

援隊 」 を結成し た 。  

 日を追 う ご と に支援体制は充実し ， 全国からの医師や保健師 ， 看護師以外にも ケアマネ

ジ ャー協会 ，栄養士会など多 く の支援者の協力を得ながら進めていった （ 図 ）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図  気仙沼巡回療養支援活動の全体像      
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1. 「 気仙沼巡回療養支援隊 」 の活動目的 

①在宅にいる要介護 ・ 要支援者の把握 （ 医療の必要な方の把握 ）  

②避難所にいる要介護状態の方を在宅 ・ 施設移行の支援 

③移行中 ・ 後のアフ ターケア 

④災害派遣チームのスケジ ュール調整 

⑤避難所保健師などの休息時間の確保 

 

2. 具体的な活動内容 

①在宅医療班 

巡回健康相談班の訪問で把握した在宅療養患者 （ 主に褥瘡などの医療が必要な方 ） に医

師 ・ 看護師 ・ 栄養士 ・ 理学療法士などがチームをつ く り ， 訪問によ り 診察 ・ 治療を実施 。  

②巡回健康相談班 （ 3 月26日か ら開始 ）  

被災した地域を中心に全国から派遣される保健師 ・ 看護師によ り 全戸訪問 ，被災し てい

ない地域は ，民生委員や行政委員の協力によ り ， 同行訪問し ， ハイ リ ス ク者の把握を行い ，

在宅医療班に繋ぐ 。 また ， ス タ ッ フ間での依頼によ る訪問を実施 。  

③派遣保健師 ・ 看護師のスケジ ュール調整 

全国からの医師や看護師 ， 保健師などの支援ス タ ッ フのスケジ ュール調整を実施し ， 巡

回健康相談班や避難所配置など行 う 。    

④物資の調達 

ラ イ フ ラ イ ンの寸断によ る電動ベッ ド ， エアマ ッ ト などの機能不可や低栄養 ， 家族介護

によ り 褥瘡患者が続出したため ， 治療の一環と し て低反発マ ッ ト などや ， 薬 ， 流動食等を

調達する 。  

⑤福祉避難所の設置 

環境が悪い避難所に要介護者が点在している こ と か ら ， 市内の安全な場所に福祉避難所
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を設置 。  

 

3. 「 巡回医療班 」 と 「 巡回健康相談班 」 の活動 

 医師 ・ 看護師などによ る 「 巡回医療班 」 と保健師 ・ 看護師などによ る 「 巡回健康相談

班 」 のチームをつ く り ， 全国からの多種多様な支援者が加わ り ， 毎朝 ・ 夕の ミ ーテ ィ ング

の も と訪問を開始し た 。  

在宅では ， 要介護者や障害者の方の電動ベッ ドやエアマ ッ ト が ラ イ フ ラ イ ンの寸断によ

って動かな く な り 褥瘡の発症が多 く みられ ， 「 巡回診療班 」 の医師らによ り 在宅の方の定

期的な治療や低反発マ ッ ト やベッ ド などの介護物資の手配に奔走した 。 「 巡回医療班 」 の

活動では ， 脳血管疾患の方が多 く を占め ， 5 月頃で定期受診が92人お り ， 約半数の48人の

患者に褥瘡の発生を認めた 。  

「 巡回健康相談班 」 は被災地区についてはローラー作戦で訪問し ， 被災し ていない地区

は ， 民生委員や行政委員の協力によ り ， 要援護者や気になる方の紹介や同行訪問によ り 実

態把握を実施していった 。 また ， ６ 月初めから応急仮設住宅入居者への訪問も進めていっ

た 。 相談内容と し ては ， 高齢者介護の相談が70％ く らいを占め ， 次に心のケア ， 心身障害

者福祉 と続き ， 「 巡回医療班 」 や 「 心のケアチーム 」， 市の保健師など関係機関に連絡 ・

相談を行い適切な対応がな される よ う 情報をつなげていった 。 このよ う な取 り 組みが功を

奏し ， 避難所での課題であった在宅医療体制が整 う こ と と なった 。  

震災直後 、被災者をど う 支援し ていった ら よいかま った く 先が見えない状況であったが ，

全国からの支援者と の連携によ り ， 1 人ひ と り の健康 ・ 生活実態等が確認された 。 支援が

必要な方を発見した こ と で必要な対応につなが り ， また ， ニーズを把握し てい く 過程のな

かで ， よ う や く 市内の さ まざまな課題や状況も見え る よ う になっていった 。 「 巡回医療

班 」 は 8 月末まで ， 「 巡回健康相談班 」 は 9 月末まで支援を行った 。  

「 気仙沼巡回療養支援隊 」 は ， 全国から さ ま ざ まな職種の支援者が集ま っての活動であ

ったため ， 調整役が必要であった 。支援者のなかには ， 同じ県や市町の支援者同士で支援

内容を宿泊先や現場で伝達している と こ ろ も あったが ， ほ と んどは ， その場で指示を仰ぎ

なが ら訪問活動を行っていた 。当初は ，地域事情がわかる市の職員が地図などの準備 ， 支

援者へのオ リ エ ﾝ テーシ ョ ンや訪問後の報告などを含めて全体的に調整を担わなければな

ら なかった 。 しか し ， 被災が大き く 多忙を極めていた職員がその調整をすべて担当する こ

と は困難であったため ， 支援に来ていた看護師が調整役を引き受けて く れる こ と と なった 。  

 気仙沼市は岩手県に隣接した県北エ リ アであ り ， 公共交通の便も悪 く ， も と も と 小児精

神科などの専門医療を受診する こ と は難しい状況があった 。 今回の震災では多種多様の医

療支援を受ける こ と ができ ， その支援や専門領域の幅広さに驚いた と い う の も正直な感想

であった 。  

  

 

●福祉避難所の設立 

「 気仙沼巡回療養支援隊 」 か らの提案で ， 避難所に点在している要介護者を集約し ， 効

率的な介護支援ができ る よ う に福祉避難所の設置を検討した 。 市 と協議し ， 当時休止して

いた保育所を福祉避難所 と し て運営を行った 。 厚生労働省のガイ ド ラ イ ンでは震災後最大

限 7 日までに閉所することとされているが，被害が甚大で復旧の目途がたたないというよ

うな状況をふまえ 4 月 7 日か ら 7 月27日までの開所 と なった 。  

入所者の選定は ，各避難所の保健師などに福祉避難所を説明して介護が必要な方や家族

の介護負担が大きい方などを選別し て も ら った 。 選別された40名に対し ， 地域包括支援セ



ン ターの職員が 1 人ひ と り 面接を行い ， 状況確認や意向確認を実施して本人や家族の入所

希望があった方の入所を決定していった 。  

福祉避難所は，震災当時，寝たきり者を対象とし，入所者の多 く は ， 避難所で共同生活

が困難な認知症の方や歩行困難な方であった 。 一方 ，選別された方々の面接を進めてい く

間に ， 肺炎などで入院する と い う ケース も増え ， 福祉避難所の開所から日が経つにつれ入

院された方々の退院先と し ての役割も果たすよ う になった 。  

開所までの準備には多 く の労力が必要であった 。設置場所を決定し ， まずは15人程度の

入所者を見込み ，ベッ ドや布団 ， 日用品 ， 食料などの確保に奔放した 。 しか し ， 物資に頼

ら ざ る をえない状況のなかで ， エアマ ッ ト と マ ッ ト の確保しかできなかった 。 そ こ で ， ビ

ールケースでベッ ド を作る などの工夫を し ， 市の物資担当に相談し ， 日用品や紙おむつ ，

食料の調達など行っていった 。 幸いベッ ド は ， 開所前日に被災した病院から供与し て も ら

い何 と かよ り 快適な療養環境を実現する こ と ができ た 。  

人的配置は ， 支援に来ていた 3 団体の継続した支援によ り 運営 と介護を担当し ， 日本栄

養士会 と在宅栄養士が献立担当 ， そ し て ， 地元の地区ボ ラ ンテ ィ アが調理を担当した 。  

ま た ， 巡回療養支援隊の医師が定期的に診療し ， 入所者の健康管理も行われた 。入所者

の日常生活のケアや介護は当然のことながら，それ以外にも，今後の生活の場に関する相

談や調整も行われた。仮設住宅・在宅・施設入所など，どこへつなぐことが望ましいのか，

どこへつなぐことが可能なのかなど，宮城県社会福祉士会の支援を受けながら進めていっ

た。 

 

おわ り に 

 こ の震災を契機と して ， 市立病院や市内の開業医 ，介護保険事業所 ，市 ， 県関係者など

が一堂に会して地域の医療や保健福祉を考え る機会ができ ， 連携がしやす く なった こ と は

大きな成果 と いえ る 。 しか し ， その反面 ， 避難所や在宅で ， 定期的に無料で治療を受け ら

れたため ， 病院や介護保険サービ ス事業所などが再開して も市民が今までの治療 ・ サービ

ス利用に戻る時期が遅れた こ と も事実であ る 。 これでは ，本来の地域の復興から遠ざかる

のではないか と い う 不安も感じた 。  

 ま た ， 支援者のなかには ， 専門職 と し ての見識から気仙沼市の対応が拙な く 見えた人も

いたのではないかい う 印象が残った 。 震災後 ， いろいろなア ドバイ ス をいただいたが ， 多

く の人や社会資源を失い ， こ と ご と く 被災していた現状からは遠 く かけ離れた提案に聞こ

え ， 受け入れる こ と ができず責め立て られている よ う に感じ た こ と も あった 。 しか し ， 一

方では ，筆者らの状況を理解し支えて く れる方々 ， 現状に適した支援を提供し て く れる

方々も多 く 存在し ， その方々の支援によ って本来の保健福祉業務が進められ ， 今に至る こ

と ができた もの と思 う 。  

まだまだ ， 震災の影響はあ るが ， 生活の再建や産業基盤の復興が進められる と同時に ，

安心し て暮らせる気仙沼市の再生に向けて努力していきたい と考えている 。  

 最後に ， 気仙沼市に全国から多 く の方々の支援をいただき ， 感謝申し上げたい 。  


